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県
下
の
空
き
家
数
は
平
成
25
年

度
調
査
で
13
万
3
，
0
0
0
戸
で
、

空
き
家
率
は
15
・
２
％
、
7
軒
に

1
軒
が
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
が

池
田
町
の
空
き
家
は
ど
の
く
ら
い

あ
る
の
か
、
又
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
建
物
は
ど
の
く
ら
い
で
、
過
去

に
空
き
家
か
ら
の
火
災
や
、
落
下

物
に
依
る
人
的
事
故
、
立
ち
退
き

等
に
依
る
訴
訟
等
の
事
例
は
あ
る

の
か
、
2
年
前
の
一
般
質
問
の
な

か
で
景
観
条
例
の
中
で
検
討
す
る

旨
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の

様
な
対
策
を
と
ら
れ
る
の
か
。

『
空
き
家
の
活
用
に
つ
い
て
』、

都
会
か
ら
の
田
舎
暮
ら
し
の
希
望

も
あ
り
、
助
成
金
等
を
考
慮
し
て

空
き
家
の
改
修
が
で
き
な
い
か
。

建
設
課
長

平
成
25
年
度
の
町
、
調
査
に
依

る
と
住
宅
総
数
8
，
2
9
0
戸
に

対
し
8
1
0
戸
が
空
き
家
、
空
き

家
率
は
9
・
8
%
で
、
空
き
店
舗
、

空
き
工
場
、
空
き
事
務
所
等
も
含

ま
れ
て
い
る
。
倒
壊
の
危
機
が
あ

る
建
物
の
認
定
は
難
し
い
。
空
き

家
の
火
災
や
老
朽
化
に
依
る
人
的

事
故
、
訴
訟
等
の
事
例
は
発
生
し

て
い
な
い
。

町
　
長

現
状
で
は
空
き
家
数
は
1
，

0
0
0
戸
位
い
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
、
危
惧
し
て
い
る
。

町
の
風
景
、
景
観
の
悪
化
、
火
災
、

防
犯
、
ご
み
の
不
法
投
棄
も
あ
り
、

豊
か
な
自
然
を
守
る
為
に
も
景
観

条
例
の
中
で
検
討
し
た
い
。
又
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
毎

に
集
会
所
等
有
効
活
用
で
き
な
い

か
、
改
修
に
お
け
る
助
成
金
に
つ

い
て
も
検
討
し
た
い
。

働
く
場
所
づ
く
り
が
、
人
口
減

少
対
策
の
重
要
課
題
と
考
え
ま
す
。

永
年
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
成
果

が
表
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
な
る
考

え
は
ど
う
か
。
ま
た
池
田
温
泉
の

名
湯
は
県
外
に
も
知
れ
わ
た
り
、

移
住
、
定
住
に
つ
な
げ
る
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
「
温
泉
の
あ
る
町
に

住
も
う
」「
温
泉
の
あ
る
池
田
町
に

住
む
」
を
「
の
ぼ
り
」「
横
断
幕
」「
た

れ
幕
」
を
作
成
し
「
ち
ゃ
ち
ゃ
ま
る
」

を
大
い
に
活
用
し
て
活
力
あ
る
池

田
町
づ
く
り
を
提
案
す
る
が
ど
う

か
。

竹中　芳弘　議員

空き家への対応と
    その活用について

人
口
減
少
対
策(

企
業
誘
致
）
と

移
住
・
定
住
促
進
対
策
に
つ
い
て

近隣住民から苦情の空き家

「温泉のある町に住もう」（キャッチフレーズ）

一　般　質　問

町
　
長

町
人
口
は
平
成
21
年
に

2
5
，
1
3
4
人
が
ピ
ー

ク
で
後
、
減
少
し
て
い
る
。

地
盤
強
固
で
災
害
が
少
な

い
事
か
ら
、
ア
ピ
︵
株
︶

に
も
増
設
を
お
願
い
し
、

土
地
利
用
計
画
を
立
て
て

や
っ
て
い
く
。
温
泉
は
大

切
な
資
源
な
の
で
、
地
方

創
生
事
業
の
中
で
考
え
て

い
き
た
い
。




